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す。性別は男性 12~ 22名、女性 14~ 26名で、年齢は 22~ 24歳である。





仮名音読における基本的音頭単位の検討を行った。研究 1では maskedonset priming課題を、研究2では
音韻的なストループ課題を、それぞれ用いた。研究1と2のどちらにおいても、呂標刺激に関連したモーラ
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が仮名非語音読や色の呼称課題の成績に大きな影響を及ぼす、という同じ結果が得られた。
研究3・4
漢字音読において、連続的な非語嚢処理が行われているのかどうかを検討したG 結果、漢字音読において
も、英語の音読同様に文字長と語葉性の交互作用と非典型的な読みの位置効果が有意に認められた。
研究5
漢字音読における連続的な非語棄処理が、英語のように文字と音の対応関係が全か無かの典型性に基づい
ているのか、それとも程度差のある典型性に基づいて行われているのかについて、漢字非語音読における一
貫性効果をみることで検討した。結果、一貫性効果が有意に認められたc
研究6
DRCモデルで言われている文字列の知識、視覚的分析、非語葉的な処理の相互関係性が漢字においてど
のようになっているのかを、文字列の漢字非語の語集判断課題を用いて検討した。結果、非語を作る際に元
となった実在語の出現頻度、非語と実在語の形態類似性、同音疑似語が、それぞれ語葉判断に影響すること
が認められた。
(考察)
研究 1・2
両研究の結果は、仮名音読における基本的な音韻単位は英語の音韻単位である音素とは異なり、モーラで
ある可能性が高いことを示唆していると思われた。この結果は、英語の DRCモデルとは異なり、日本語に
おいては 1文字ずつ連続的に音に変換して音読するという処理と反応パ yファーの音韻単位を音素ではなく
モーラにする必要があることを示すものと恩われた。
研究 3・4
雨研究の結果より、漢字音読においても連続的な非語棄処理が生じうることが明らかとなった。この結果
は、単語全体を音に変換するという処理だけではなく、連続的な非語棄処理を想定する英語の DRCモデル
の基本的枠組みを日本語に適応する上での妥当性を支持するものと思われた。
研究5
一貫性効果を認めたことから、英語の DRCモデルとは異なり、漢字音読においては、文字と音の変換規
則ではなく、程度差のある典型性に基づいて連続的な非語禁処理が行われていることが示唆された。
研究6
得られた結果は全て、文字列の知識の活性が視覚的分析や非語義処理からのフィードパックの影響を受け
ていることを示唆しており、英語の DRCモデルと同様の各要素の相互関連性を臼本語にも適応できると思
われた。
以上の結果は、英語の DRCモデルの基本的枠組みを日本語の読みにも適用することは可能であることを
示すものと思われた。一方、仮名の非語葉処理及び反応バッファーの音韻表現が音素ではなくモーラである
点、及び、漢字の非語棄処理が程度差のある文字と音の対応関係の典型性に基づいて生じるという点など、
英語の DRCモデルとの相違点も明らかとなった。これらの相違点を考慮して、英語の DRCモデルの構成要
素を日本語の文字体系にしたがって一部修正することで、日本語の読みにおける健常な処理過程を表す
DRCモデルを提唱できると思われ、そうしたモデルの案を示した。
審査の結果の要旨
本論文は、日本語の読みの処理過程を説明できるモデルを検討したものである。文字の読み過程における
情報処理を説明するモデルについては、英語圏で主に研究されおり、英語閣のモデルを異なる文字体系の他
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言語に適応できるかどうかは、読み研究における大きな課題であり、本論文はその課題に取り組んだもので
ある。
本論文は、英語圏における二重経路モデル (DRCモデル)の基本的な考え方をそのまま日本語において
も適応してよいことをデータを元に初めて示したものである。さらに、文字体系の違いに基づいた留意点を
考慮し、自本語に適応できる DRCモデルまでをも提唱しており、読み研究に大きく貢献できる知見を示し
た論文として評価できる。
平成 24年1月5日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(行動科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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